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　今年も球磨んタイムズを読んでいただき、ありがと
うございました。また来年も皆さまに楽しんでいただ
けるよう、取材・掲載して参りたいと思います。これ
からもどうぞよろしくお願いいたします。
　では、良いお年をお迎えください !!

いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

　
こ
の
新
聞
を
見
た
時
に
、
こ
の
記
事
の
上
に

の
っ
て
い
た
、
写
真
の
は
く
力
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
オ
ン
が
豪
快
な
ジ
ャ

ン
プ
を
し
て
い
る
写
真
で
す
。
こ
の
記
事
に

は
、
九
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
ま

で
、
か
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
特
設
会
場
で
開
か

れ
る
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。
お
な
じ
み
の
“
赤
テ
ン
ト
”
で
ラ
イ
オ
ン
や
ゾ

ウ
の
シ
ョ
ー
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
、
古
典
芸
な
ど
の
演
目

が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
て
、
わ
た
し
も
行
っ
て
み
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
調
教
師
の
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ウ
ス
さ

ん
（
47
）
が
、
剣
闘
士
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
い
し
ょ
う
を

ま
と
い
、
動
物
た
ち
を
操
る
所
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
は
、「
こ
わ
さ
は
ま
っ
た
く
な
い

　多良木小６年生４２名を対象にした「ロアッソ熊本サッカー教室」
が１２月８日、同校グラウンドで開催されました。元日本代表の藤
本主税さんなど、ロアッソ熊本のコーチ５名の指導の下、風が冷た
く時折小雨が降る中でしたが、児童らは楽しく元気に、様々な形式
の練習やミニゲームを行いました。今年度の後期からサッカー部に
入部した竹下凛さんは「以前からサッカーに興味があったけれど、
コーチの人達が色んな練習をしてくれたり、楽しさを教えてくれた
ので、もっとサッカーが好きになりました」と、うれしそうに語っ
ていました。
　この教室は、ロアッソ熊本を運営する「アスリートクラブ熊本」が、
行政や地域住民と交流を図り、町づくりや地域おこしを応援し、共
に熊本を盛り上げようとする企画「2017 ロアッソ熊本 ” 火の国も
りあげタイ！ ” プロジェクト」の一環で取り組まれました。

笑顔いっぱいの「ロアッソ熊本サッカー教室」
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人吉球磨新聞感想コンクール表彰

「（掲載写真にある）ライオンのジャンプしている姿が迫
力があって、練習を積み重ねているのが凄いと思ったの
で、（感想文を書くために）この記事を選びました。入
選するとは思ってもいなかったので、入選して（実際は
更に上の優秀賞）良かったです」

ユノカフェ　Xmas　イベント
アイシングクッキー教室

　　　大人１０名様限定
１２月２３日（土）10：00 〜 12：00

　受　付：9：40 〜
　場　所：ユノカフェ前　体験展示施設
　参加費：2,500 円（ケーキセット付）
熊本県相良村「親父のガンコ豆腐」、

「創作料理 かすみさくら」オーナー牧野恭子さんに
よるレッスンです。初めての方にも分かりやすく
指導します。

　お１人様クッキー３枚
　持ってくるもの：エプロン、おしぼり

球磨郡湯前町 1822-4（湯前駅横レールウィング）
TEL：0966-43-4888　担当：森田

当日参加も大歓迎 !!

小学校の部 優秀賞

〜聖なる夜、光り輝く贈りもの〜
Les Soirees de Noel：

’

  　12 月９日（土）に、多良
木町が生んだピアニスト・
牧 光輝さん（４２）の１０
周年記念ピアノリサイタルが
交流館石倉にて開催され多く
の来場者がプロの演奏に酔い
しれました。３部構成で行わ
れ、第１部ではモーツァルト
やショパンの名曲、第２部で
は〜聖なる夜、光り輝く贈り
物〜と題したクリスマスソン
グ、第３部では、牧さんが自

ら編曲した音楽のメドレーなどを演奏されました。「地元を離れて音楽の世界
に飛び込んだが、いつも温かく応援して頂いてるみなさんに、恩返しの意味も
込めて演奏しました」と、牧さん。「２０周年、３０周年と続いて行けるよう
頑張りたい」と今後の抱負も話されていました。

 　　　牧　光輝さん
　  ♪ プロフィール ♪
多良木町出身　10 歳より
　　　　　　　ピアノを始める。
第７回八代青少年音楽祭
　　　高校生ピアノ部門　金賞。
1998 年　国立音楽大学卒業。
1999 年　全日本演奏家協会新人オーディ
ション合格。同年、フランスに渡り、パリ・
エコール・ノルマル音楽院ピアノ科入学。
国際大会でも数々の輝かしい成績を持ち、ソ
プラニスタ「岡本知高」の専属伴奏者として
全国を回った事は有名。
現在、オペラ団体「テアトロ・リリカ熊本」
に所属し、ピアニスト、指揮者、ピアノ伴奏、
編曲など幅広く活動。　

次のページへどうぞ
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8 月 25 日  熊日朝刊掲載写真
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　黒肥地の東側台地上には旧石器時
代から中世の遺跡が 20 数か所あり
ます。その西側の槍掛松遺跡では弥
生時代の細型銅剣や石剣、磨いた石
の矢じりなどが出土し、大きな村が
あったことがわかります。また東側
の大久保公民館近くでは「地下式板
石積石室墓」という古墳時代前半の
南九州にしかない特殊な墓がありま
す。古墳時代後半になると、夫婦塚

古墳や獺野原横穴群が築かれるようになります。1559 年（永
禄 2）の球磨郡を二分した「獺野原合戦」では、人吉勢と湯前
勢の決戦場となり、多くの戦死者がでました。大久保の阿弥陀
堂はその十三回忌となる元亀 3 年に供養のために建てられた御
堂です。その宝（方）形造の阿弥陀堂に安置された阿弥陀三尊
は 3 躯ともに室町時代の作です。本尊は榧の一木造で、像高
60cm、台座高 32cm、蓮華座 21cm、輪光径 34cm。久米治
頼神社の男女神像を彫刻した常州の賀吽坊の作と思われます。

球 磨 ん 文 化 財 巡 り NO.32
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.33

　９日の朝、本を読みながら小田和正の
ベスト１CD を聴いていると、“ こころ ”
の「君の代わりはいない、確かなことは
何も見つからないけど、君が好き、世界
中でいちばん大切な人に出会った・・・」
歌詞が響き、まるで恋愛しているようで、
つい口ずさんだ。おそらく子どもに恋人
ができ、青森と宮崎の遠く離れたなかな
か会えない辛い恋愛をしているからかも
しれない。はたと、養老孟司さんが、「脳
の中に、きわめて活発に働くニューロン
細胞があり、他人の動きを見ながら、脳
はまるで自分がその行為をしているかの
ような反応をする。さらに、その相手が
やっている行為を今度は自分がするとそ
れまでの倍くらいの反応が強くなる。ま
たニューロン細胞は、人の心の状態を推
測したり、相手の気持ちに共感したり、
言語の発達との関係性も高い」と書かれ
ていたことが思い浮かんだ。
　また、１１月３０日、脳科学者の中野
信子さんの【子育てに生かす脳科学】と
題した講演内容の新聞記事に、「愛着の

スタイルは大人になってもほぼ継承され
る。安定型（一緒にいる母親など養育者
がいなくなると、寂しく泣いたり、不安
そうな顔をしたりするが、養育者が帰る
と安心する）の愛着スタイルを持ってい
る人は６割程度。あとは不安定型（養育
者がいなくなると激しく泣くが、帰って
も『なぜ置いていったのか』と泣く）と
回避型（養育者がいなくなっても泣かず、
帰って来ても喜ばない）に分けられる。
この行動パターンは脳内物質のオキシト
シンの受容体の密度の違いと考えられて
いる。子供の目を見て話し掛けたり、ス
キンシップをしたりすると、受容体をた
くさん作るための刺激になる。子どもが
心地よく安心していられる環境が、子ど
もの成長を促すとして注目されている。
安定的な愛着を持ち、社会の中で楽しく
幸せに生きていける人を育ててほしい」
と紹介されていた。
　恋心に共感した心地よさを感じた土曜
日だった。

次回の発行日は１月１３日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

〜 恋 心 に 共 感 し た 心 地 よ い 朝 〜

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

　12 月２日（土）、本校体育館において、球磨支援学校ＰＴＡレクリエー
ションを実施しました。講師に、熊本県障がい者スポーツ指導者協議会
の 穴見　豪 様、林田友愛 様、中大窪　渉 様をお招きし、全国各地で人
気が高まっている「ボッチャ」を行いました。
　最初に、スポーツを通して、障がいのあるなしに関わらず一人一人が
地域社会で「主役になれる」という話や、誰もがオリンピック選手にな
れるという希望膨らむ話など、スポーツの魅力を教えていただきました。
その後、１２チームに分かれてボッチャを行いました。
　各コートで、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールにいか
に近づけるか、自チームの赤や青のボールを投げたり、転がしたり、他
のボールに当てたりしていました。親子対決や子供対教師のゲームでは、
一段と真剣勝負となり、ボールを投球する度に歓声が響くなど、参加者
はすっかり「ボッチャ」に魅了されました。
　冬の寒い日でしたが、本校体育館では、熱い戦いが繰り広げられると
ともに、自然と参加者の親睦も深まり、心温まる楽しい時間を過ごすこ
とができました。
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

（原稿提供：多良木警察署）

犯罪被害から子供を守る！

球磨支援学校ＰＴＡレクリエーション
〜ボッチャ体験〜

「コミュニティサイト」への個人情報
や写真の掲載は危険です。
コミュニティサイトを利用した犯罪被害
が増加しています。コミュニティサイト
の利用時には、個人情報の書き込みや写
真の掲載などを安易に行わず、十分に注
意して利用しましょう。特に、面識のな
い人に対して個人情報や無料通話アプリ
の ID、QRコードを教えること、自分の
写真を送ることはやめましょう。

18歳未満の児童の「出会い系サイト」
利用は、法律で禁止されています。
出会い系サイト規制法では、18歳未満
の児童の利用はもちろん、大人が 18歳
未満の児童に交際を求める書き込みを
することも、禁止されています。

フィルタリングサービスで有害サイト
をブロック！
フィルタリングとは、有害サイトへのア
クセスを制限するサービスです。18 歳
未満の児童が使用する携帯電話には、原
則フィルタリングサービスに加入するこ
とが法律で定められています。以下の３
つに対して、それぞれフィルタリング
サービスを利用しましょう。

従来の携帯電話・スマートフォン
携帯電話回線による接続

スマートフォン
アプリによる接続

有害サイトを
フィルタリングで
ブロック！

スマートフォン
無線 LAN回線による接続

中・高生の方へ 保護者の方へ

岩本 ひかる先生　石田 瑞希先生

専立寺保育園 園 児 紹 介

12 月 5 日「報恩講」

ばら組１９名

　いつも元気いっぱい、体を動かす
ことと、おしゃべりが大好きな子供
たちです。毎日とても賑やかに過ご
しています。様々な行事にも積極的
に参加し、１年生になるのを楽しみ
にひらがな練習も頑張って
います。


